
１． 概要  （支援経過 ・現状と課題　等）

２． 利用者の状況
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３． 支援の状況

【支援経過】こぐま学の発達支援を利用したいので支援計画を作って欲しいと相談を受け支援が始まる。
【現状】保育園に令和３年4月から9月まで行っていた。1歳半検診に行ったところ、言葉が少なくて、意味のある言葉が、3語くらいしかな
く、支援が必要といわれた。咀嚼力が弱く、舌先が口から出た状態だったため、こぐま学園で医療リハビリを始める。兄の夏生さんがこぐ
ま学園で母子通園（1年間）をしていたが通園可能となり、保育園はいかなくなった。現在リハビリを受けながら、自宅で母と散歩やボール
遊びをしてして過ごしている。
令和５年４月よりカレンダーによる訓練が始まる。こぐま学園でのＳＴの支援は5月末までとなっている
【課題】目が合いにくく、支持が通りにくい。外に出たときなどで目に入ったものに興味があれば走り出す傾向がある。自分でやりたいとい
う思いが強いため支援を拒否しがちである。自分のルールで同じ種類で集めて並べるといったこだわりがあるようだ。
歯科医院で怖い思いをしたこともあり、お母様から離れることが出来なくなっている。お母様の姿が見えなくなるとぱにっくになる。こぐま
学園のSTより今はまだ離れる時期ではないとのことで、お母様ができるだけ離れないようにされている。
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支援内容 頻度 備考

児童発達支援

1歳半検診に行ったところ、言葉が少なくて意味のある言葉が3語くらいしかなく支援
が必要といわれた。咀嚼力が弱く、舌先が口から出た状態だったためリハビリを始め
た。目が合いにくく支持が通りにくい。兄の夏生さんがこぐま学園で母子通園をして
いる間の令和３年4月から9月まで保育園を利用。現在リハビリを受けながら、自宅で
母と散歩をしたり遊んだりして過ごしている。

兄はこぐま学園利用中
（ダウン症）

こぐま学園は現在医療
保険で月に3回リハビリ
に通っている

単語などの言葉を話せるようになって欲しい。行動で要求はする
が、欲しいものを伝えられるようになって欲しい。おむつが外れてほ
しい。

名称 提供機関 ・提供者

こぐま学園：リハビリ（医療保険）
日高小児科：風邪をひいたとき、咳がなかなか止ま
らないので、喘息に処方される咳止めをもらってい
る

公的支
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